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１ 開会 

 

２ 「三鷹市における平和施策の推進に関する条例」の改正に向けた基本的な考え方

（案） 

  事務局より、第１回検討委員会での意見を反映した箇所に触れながら説明した。 

 

３ 意見交換 

[Ａ委員]世界連邦都市宣言とは、どのような取組か。素晴らしい考え方だと思うの

で、広めたら良いと思う。 

→［Ｂ委員]三鷹市世界連邦運動協会は、平和の絵や平和カレンダーなどの事業で、市

と協力して事業を実施している。 

→［事務局]世界の様々な課題に、国境を越えた地球レベルで取り組むというような考

え方で、市がやるべきことは地道な啓発活動だと考えている。 

[Ａ委員]人権尊重意識を根付かせるためには、積極的平和を具体的に実施することが

重要だと考える。 

 [Ｃ委員]中学生を長崎市に派遣し、現実を見て知ることは大切だと思う。戦争につい

て中学生に伝えていかなければならない。 

→［事務局]長崎市の資料館で原爆の熱で曲がった瓶などの戦争遺品を見て、どれだけ

凄かったのかを知り、勉強になったのではないかと思う。派遣生徒は、市の報告会

だけでなく、各校でも報告会を行っている。 

→[Ａ委員]長崎市中学生派遣交流事業の報告会について、市報などで広報して欲し 

い。 

→[事務局]広報みたかや市ＨＰにて周知する。また、報告書もＨＰで公開予定。 

[Ａ委員]三鷹市でも平和に関する作文コンクールを実施してほしい。 

→[事務局]毎年、平和カレンダー事業で平和のメッセージを募集している。また、人

権や平和などに関する中学生の意見発表会も行っている。 

[Ｄ委員]「三鷹市平和の日」の制定を市民に知ってもらうことが大切。三鷹駅のデッ

キに横断幕の設置を検討してはどうか。コミュニティ・センターでのＰＲや、市民と



 

一緒にパレードを実施することはどうか。 

→[事務局]「三鷹市平和の日」について、制定後の周知が大切だと認識している。 

［Ｅ委員]言葉や文章だけでなく、実物や経験が大切だと思う。 

[Ｂ委員]市役所に行くことができない市民もいるので、コミュニティ・センターの活

用は有効だと思う。 

→[事務局]市には、戦争関連資料が約 150 点ある。みたかデジタル平和資料館は先駆

的な取組であり、今後も積極的に活用していきたい。 

[Ａ委員]記念セレモニーの案について伺いたい。 

→[事務局]具体的な内容は検討段階。ご意見のうち、パレードはハードルが高いと考

えている。この時期に様々な事業を実施し、集中的に啓発を行う期間として展開で

きればと考えている。セレモニーを中心に、どう盛り上げられるか考えたい。 

[Ａ委員]井の頭地区住民協議会のコミセンまつりの際、三鷹市から戦争関連のパネル

を借り受け、展示を行いたい。 

[Ｆ委員]「平和文化」という言葉は以前から使用していたか。「平和文化」とは、自分

で考えて行動する意味か。 

→[事務局]お見込みのとおり。市が加盟している平和首長会議では、市民一人一人が

平和を願い、日常生活の中で自分ができることを考え行動することを「平和文化」と

定義しており、「創る平和」と親和性が高い言葉である。 

[Ｆ委員]近隣自治体と連携できると良い。小金井市では、平和盆踊りをやっていた。 

[Ｂ委員]「平和の日」は他市でも設けているのか。 

→[事務局]制定している自治体はいくつかある。近隣では、以下のとおり。 

武蔵野市：11/24（初めて空襲があった日） 

小金井市：３/10（東京空襲があった日） 

国立市 ：６/21（国立市平和都市宣言の告示日） 

西東京市：４/12（西東京市に空襲があった日） 

※ 三鷹市は「創る平和」の象徴である、平和の像を作った日とする。 

 

４ その他 

  次回（第３回検討委員会）は、令和７年 11月中旬に開催する。 

 


